
                 令和 6 年 9 月１１日 
 

主催：国土交通省  東北地方整備局 

仙台港湾空港技術調査事務所 

共催：一般財団法人沿岸技術研究センター 

 
民間技術発表会（PAT）聴講者を募集します 

 
拝啓、時下益々ご清栄のこととお喜び申し上げます。平素は格別のご高配を賜り、誠にあり 

がとうございます。 
仙台技調では、民間で開発された新規の技術（NETIS 等）を東北の港湾空港整備に有効活用

（マッチング）することを目的に、整備局職員と民間事業者の方との意見交換の場として民間技
術発表会（PAT※）を下記日程で開催します。（※Presentation Assembly on Technological 
developments） 

本発表会は、公益社団法人土木学会の継続学習制度（CPD プログラム）の認定を受けています。
皆様のご参加をお待ちしています。 

 
記 

 
募集期間：令和 6 年 9 月 9 日（月）から令和 6 年 9 月１7 日（火） 17：00 まで 

開催日時：令和 6 年 9 月 2７日（金） 13：10～17：15 

開催場所：国土交通省東北地方整備局 港湾空港部 A,B 会議室 

宮城県仙台市青葉区本町 3-3-1 仙台合同庁舎 B 棟９F 

開催方式：会場での聴講及び WEB (MicrosoftTeams) 配信 

1 題につき発表時間 20 分、質疑応答 5 分（計 25 分） 

発表技術：港湾・海岸・空港整備において活用が期待される技術 

発表プログラムについては別紙１をご覧ください。 

CPD プログラムについては別紙２をご覧ください。 

募集定員：会場の都合上、会場参加者は 10 名程度で締め切りをさせていただく場合があり 

ます。WEB 参加者については、募集定員に上限はありません。 

    申込方法：仙台技調及び沿岸技術研究センターＨＰ内の［申込画面］のリンク先より、必要 

事項を入力してください。 

    開催案内：参加者には、沿岸技術研究センターより連絡を差し上げます。 

 

 

 

【応募に関する問い合わせ先】 

■一般財団法人沿岸技術研究センター東北支部 

〒980-0014 仙台市青葉区本町 2-9-8 日宝本町ﾋﾞﾙ 702 号室 

TEL：022-796-1331  E―Mail：pat_minkan@cdit.or.jp 

                                       



別紙1

主　　催 ：

仙台港湾空港技術調査事務所

共　　催 ：

開催日時 ：

開催場所 ：

一、開　会 13 ： 10

一、開　会　挨　拶 所　　長 13 ： 10 ～ 13 ： 15

一、開　催　要　領　説　明 　　事　務　局
 （技術開発課長）

13 ： 15 ～ 13 ： 20

一、議　題　発　表

①
日本国土開発

株式会社
13 ： 20 ～ 13 ： 45

② ケイコン株式会社 13 ： 45 ～ 14 ： 10

③
みらい建設工業

株式会社
14 ： 10 ～ 14 ： 35

④
あおみ建設
株式会社

14 : 35 ～ 15 : 00

休 憩 （10分間）

⑤ 五洋建設株式会社 15 : 10 ～ 15 : 35

⑥
共和コンクリート

工業株式会社
15 : 35 ～ 16 : 00

⑦
パシフィック

コンサルタンツ
株式会社

16 : 00 ～ 16 : 25

⑧
株式会社

不動テトラ
16 : 25 ～ 16 : 50

一、閉　会　挨　拶　 副所長 16 : 50 ～ 16 ： 55

一、意　見　交　換 16 ： 55 ～ 17 ： 15

令和６年度　民間技術発表会プログラム

令和６年９月２７日（金）13時10分より

（会場受付12時30分～）

国土交通省 東北地方整備局 港湾空港部 会議室
（仙台市青葉区本町3-3-1　仙台合同庁舎B棟９F)

回転式破砕混合工法
～あらゆる建設発生土をリサイクルする～

かさ上げくん
～プレキャスト護岸嵩上げ工法～

国土交通省 東北地方整備局 

一般財団法人 沿岸技術研究センター

※議題発表の持ち時間の中には、質疑時間５分を含みます。

※発表時間等の増減により、予定時間に多少の誤差が生じることをご了承願います。

静的圧入締固め工法（CPG工法）の隆起
抑制および施工の効率化

S・MIX工法

カルシア改質土
＜落下混合船・カルシアバケット＞

幼体移植式藻場造成法

SAR衛星を活用した
構造物等モニタリング技術

リソイルPro工法



                                      別紙２ 

 

■ＣＰＤＳプログラムについて 

 

当民間技術発表会（PAT）では、公益社団法人土木学会の継続学習制度（ＣＰＤ）プ
ログラムの認定を受けています。付与単位数は 3.4 単位です。 

土木学会以外の団体に提出する場合の方法等は、提出先団体に事前にご確認ください。  
他団体が運営するＣＰＤ制度に関する内容については回答いたしかねます。 

 

〇会場参加の場合について  

・受講後に事務局より受講証明書をお渡ししますので、お帰りの際に運転免許証など 

の本人確認ができるもの（顔写真付き）をご持参のうえ、受付までお立ち寄りくだ 

さい。  

・CPD システムへの登録は、各参加者で行ってください。  

 

〇WEB 参加の場合について  

・聴講後、アンケートにご回答のうえお申込みください。なお、アンケートは、申込 

をされた方にお知らせするアンケートフォームにて、聴講し得られた所見（学びや 

気付き）を 100 文字以上で回答していただきます。  

・10/25(金)までにアンケートをご回答いただいた方だけに受講証明書の電子データ 

を送付いたします。  

・CPD システムへの登録は、各参加者で行ってください。 
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